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議　　　　　案
第１号　平成２３年度留萌市一般会計補正予算（第７号）

第２号　平成２３年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号）

第３号　平成２３年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第１号）

第４号　平成２３年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算

（第４号）

第５号　平成２３年度留萌市港湾事業特別会計補正予算（第１

号）

第６号　平成２３年度留萌市下水道事業特別会計補正予算（第

２号）

第７号　平成２３年度留萌市水道事業会計補正予算（第３号）

第８号　平成２３年度留萌市病院事業会計補正予算（第３号）

第９号　平成２４年度留萌市一般会計予算

第１０号　平成２４年度留萌市国民健康保険事業特別会計予算

第１１号　平成２４年度留萌市後期高齢者医療事業特別会計予算

第１２号　平成２４年度留萌市介護保険事業特別会計予算

第１３号　平成２４年度留萌市港湾事業特別会計予算

第１４号　平成２４年度留萌市下水道事業特別会計予算

第１５号　平成２４年度留萌市水道事業会計予算

第１６号　平成２４年度留萌市病院事業会計予算

第１７号　留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例制定

について

第１８号　市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する

条例制定について

第１９号　留萌市税条例の一部を改正する条例制定について

第２０号　留萌市介護保険条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第２１号　留萌市立病院看護師等研究資金貸与条例の一部を改

正する条例制定について

第２２号　留萌市コミュニティセンターの指定管理者の指定に

ついて

第２３号　留萌市農村交流センターの指定管理者の指定につい

て

第２４号　留萌市観光施設等の指定管理者の指定について

第２５号　留萌市文化センター等の指定管理者の指定について

第２６号　市立留萌図書館の指定管理者の指定について

第２７号　留萌市事務分掌条例の全部を改正する条例制定につ

いて

第２８号　留萌市職員定数条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第２９号　留萌市債権管理条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第３０号　留萌市営住宅管理条例及び留萌市営改良住宅管理条

例の一部を改正する条例制定について

第３１号　留萌市コミュニティセンター設置条例の一部を改正

する条例制定について

第３２号　留萌市乳幼児等医療費の助成に関する条例並びに留

萌市重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の

助成に関する条例の一部を改正する条例制定について

第３３号　市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の

一部を改正する条例制定について

第３４号　留萌市農村交流センター設置条例の一部を改正する

条例制定について

第３５号　留萌市都市公園条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第３６号　留萌市下水道条例の一部を改正する条例制定につい

て

第３７号　留萌市水道事業給水条例の一部を改正する条例制定

について

第３８号　留萌市文化センター設置条例の一部を改正する条例

制定について

第３９号　留萌市体育施設設置条例の一部を改正する条例制定

について

第４０号　留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

第４１号　留萌市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手

当に関する条例の一部を改正する条例制定について

第４２号　留萌市議会政務調査費交付条例の一部を改正する条

例制定について

第４３号　留萌市議会委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついて

意　　見　　書
第１号　国の出先機関改革に関する意見書

第２号　こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める

意見書

第３号　父子家庭支援策の拡充を求める意見書

第４号　基礎自治体への円滑な権限移譲に向けた支援策の充

実を求める意見書

第５号　若者雇用をめぐるミスマッチ解消を求める意見書

平成２４年第１回定例会（３月６日から３月１９日）
で可決されました議案４３件、可決されました意見
書５件の内容を紹介いたします。
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七
千
万
円
程
の
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
合

わ
せ
て
、
黄
金
岬
か
ら
ゴ
ー
ル
デ

ン
ビ
ー
チ
ま
で
の
西
海
岸
線
一
帯

の
廃
屋
や
粗
大
ゴ
ミ
、
雑
草
及
び
、

黄
金
岬
の
汚
れ
た
外
灯
な
ど
、
海

浜
公
園
一
帯
の
環
境
整
備
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
二　

留
萌
観
光
・
感
動
物
語
を

テ
ー
マ
に
、
観
光
資
源
で
あ
る
海

の
魅
力
を
高
め
、
広
く
発
信
し
て

い
き
た
い
。
行
楽
客
が
快
適
に
楽

し
む
た
め
市
民
や
関
係
団
体
と
協

力
し
、
エ
リ
ア
一
帯
の
環
境
整
備

に
努
め
た
い
。

問
一　

「
留
萌
市
の
雇
用
創
出
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

留
萌
市
と
し
て
雇
用
創
出
に
向

け
た
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
道
の
「
雇
用
創
出
基

本
計
画
」
で
は
「
地
域
労
働
関
係

会
議
」
を
設
置
し
産
業
界
、
労
働

界
、
行
政
、
関
係
団
体
と
横
断
的

な
連
携
・
協
働
を
図
る
と
な
っ
て

お
り
、
道
と
連
携
し
市
独
自
の
雇

用
創
出
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ
。

答
一　

地
域
の
雇
用
創
出
を
着
実

に
推
進
す
る
に
は
国
や
道
、
事
業

者
、
経
済
・
労
働
団
体
が
連
携
し

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
道
の
基
本
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。
市
独

自
の
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問
二　

都
市
計
画
道
路
「（
仮
称
）

見
晴
通
」
に
つ
い
て

　

道
路
区
域
は
道
路
中
心
か
ら
両

側
に
振
り
分
け
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
平
成
二
十
四
年
度
の
市
政
執

行
方
針
で
、
道
路
網
整
備
計
画
に

基
づ
い
た
新
た
な
幹
線
道
路
計
画

に
見
晴
通
は
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
二　

昨
年
十
二
月
に
沿
線
三
町

内
会
か
ら
要
望
書
の
提
出
も
あ
り

市
民
合
意
が
出
来
た
も
の
と
し
て

判
断
し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
都

市
計
画
変
更
の
手
続
き
を
進
め
る
。

道
路
区
域
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は

既
成
の
街
並
み
を
守
る
こ
と
を
基

本
と
し
た
検
討
を
行
い
決
定
し
て

い
き
た
い
。

問
一　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て

　

留
萌
・
宗
谷
地
域
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究
会
が
発
足
。

こ
の
地
域
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
潜
在
性
が
非
常
に
高
い
と

国
会
で
評
価
・
議
論
さ
れ
た
。
留

萌
は
現
在
、
十
基
の
風
力
発
電
が

稼
働
し
て
い
る
。
今
後
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
施
策
や
展

望
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　

留
萌
は
我
国
有
数
の
風
況

地
域
。
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
規
模
導
入
は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
一
助

に
な
り
新
産
業
創
出
や
観
光
産
業

な
ど
地
域
経
済
に
活
力
を
与
え
る

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
を

見
な
が
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
二　

新
た
な
津
波
対
策
に
つ
い

て
　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経

過
し
、
国
を
挙
げ
て
震
災
対
策
の

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
留

萌
市
が
平
成
二
十
四
年
度
に
策
定

す
る
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
海

抜
表
示
板
設
置
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
二　

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

津
波
浸
水
予
測
図
や
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
沿
岸
部
緊
急
避
難
路
、

津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
、
災
害
の
基

礎
知
識
や
対
処
方
法
な
ど
を
掲
載

し
一
万
六
千
部
作
成
し
、
全
世
帯

に
配
布
。
海
抜
表
示
板
は
津
波
発

生
時
に
高
台
へ
の
避
難
を
普
段
か

ら
意
識
す
る
情
報
と
し
て
、
沿
岸

部
や
市
街
地
の
海
抜
五
ｍ
前
後
の

電
柱
二
百
か
所
に
設
置
す
る
。

問
一　
 

地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
い
て

　

経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
「
住

宅
改
修
促
進
助
成
事
業
」
に
、
新

た
に
新
築
や
百
万
円
以
下
の
小
規

模
改
修
に
も
助
成
す
る
「
住
環
境

整
備
助
成
事
業
」
と
し
て
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

い
か
が
か
。

　

ま
た
、
地
域
の
経
済
活
性
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
農
業
の
後
継

者
や
新
規
参
入
者
対
策
は
喫
緊
の

課
題
だ
が
、
国
の
「
新
規
就
農
者

倍
増
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
具
体
化

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一　

戸
建
の
新
築
に
対
し
て
助

成
す
る
こ
と
は
、「
税
の
公
平
」
か

ら
厳
し
い
。
農
業
後
継
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
新
た
に
予
定

し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
一
人
を
農
業
後
継
者
と
位
置
づ

け
て
採
用
し
、
取
組
み
た
い
。

問
二　
 

介
護
保
険
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
が
四
月
か
ら
大
幅

に
値
上
げ
さ
れ
る
。
制
度
開
始
時

に
比
べ
る
と
百
四
十
五
・
五
％
の

値
上
げ
。
こ
の
う
ち
、
年
間
の
年

金
が
十
八
万
円
以
下
の
「
普
通
納

付
者
」
約
千
人
の
内
百
四
十
人
強

の
人
が
、「
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
く
て
」
未
納
を

続
け
て
い
る
。
未
納
が
二
年
続
く

と
介
護
利
用
料
一
割
負
担
が
三
割

に
な
る
。
値
上
げ
は
見
直
す
べ
き
。

待
機
者
が
八
十
名
を
越
す
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
問
一　

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一

原
発
の
事
故
に
よ
り
、
原
子
力
を

含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し

は
必
要
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
や
風
力

発
電
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答
一　

現
在
進
め
て
い
る
「
オ
ロ

ロ
ン
ラ
イ
ン
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
研
究
会
」
に
参
加
し
な
が

ら
、
風
力
発
電
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
地
理
的
な
条
件
や
日
照
時

間
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
時
点

で
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
技

術
的
な
進
歩
な
ど
、
こ
の
地
域
に

最
適
な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け

て
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
・
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

問
二　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会

の
実
現
に
つ
い
て

　

今
後
の
留
萌
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
の
実
現
に
向

け
た
構
想
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

答
二　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
若

年
層
な
ど
へ
の
案
内
表
示
や
、
市

民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
コ

ホ
ー
ト
ピ
ア
構
想
を
進
め
る
留
萌

市
と
し
て
、
実
証
実
験
や
研
究
に

つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取

組
を
進
め
る
素
地
は
あ
る
も
の
と

考
え
る
。

問
一　

新
し
い
組
織
機
構
体
制

　

五
年
ぶ
り
と
な
る
組
織
改
革
の

体
制
と
目
指
す
も
の
は
何
か
。
将

来
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
見
据
え

た
対
応
も
伺
い
た
い
。
ま
た
、
こ

ど
も
施
策
の
一
元
化
と
し
て
「
こ

ど
も
課
」
設
置
の
目
的
は
何
か
。

答
一　

第
五
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
年
を
迎
え
、

市
政
執
行
方
針
の
重
点
を
具
現
化

す
る
組
織
で
あ
り
、
市
民
満
足
度

の
向
上
と
迅
速
で
良
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

「
市
民
が
動
か
ず
、
職
員
と
情
報

を
動
か
す
」
を
基
本
と
し
た
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を

教
育
の
一
環
と
し
て
教
育
委
員
会

に
一
元
化
し
、
乳
幼
児
か
ら
青
少

年
ま
で
一
貫
し
た
子
ど
も
施
策
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
い
く
。

問
二　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

協
力
隊
が
配
置
さ
れ
て
一
年
が

経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
果

と
今
後
の
募
集
計
画
、
業
務
内
容

を
聞
き
た
い
。
将
来
に
向
け
て
、

留
萌
で
の
就
労
と
定
住
へ
の
意
欲

は
あ
る
か
。

答
二　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

都
市
部
か
ら
人
材
を
募
集
し
、
こ

れ
ま
で
三
人
を
配
置
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度

は
七
人
を
委
嘱
予
定
。
体
験
型

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
一
次
産
業

を
テ
ー
マ
と
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
業
務
の
推
進
を
検
討

す
る
。
就
労
や
定
住
に
向
け
て
の

研
修
や
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援

を
行
う
。

問
一　

協
働
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
内
会
で
は
市
と
の
協

働
と
い
う
名
の
下
、「
ク
リ
ー
ン

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
・
補
修
、

清
掃
活
動
、
公
園
の
ト
イ
レ
の
清

掃
・
花
植
え
、
街
路
樹
の
美
化
活

動
、
交
通
安
全
運
動
、
防
犯
活
動
、

独
居
老
人
宅
の
除
雪
、
防
災
訓
練

な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
現
状
に
お
い
て
そ
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一　

協
働
の
意
義
が
着
実
に
浸

透
し
て
き
て
い
る
一
方
、
協
働
へ

の
理
解
と
取
り
組
み
に
対
す
る
町

内
会
相
互
の
温
度
差
、
町
内
会
加

入
率
の
横
ば
い
状
況
や
担
い
手
不

足
、
町
内
会
行
事
に
無
関
心
と

い
っ
た
課
題
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら

の
行
政
運
営
は
協
働
な
く
し
て
進

ま
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
の
核
で
あ
る

町
内
会
と
と
も
に
協
働
に
取
り
組

み
た
い
。

問
二　

沖
見
海
浜
公
園
一
帯
の
整

備
に
つ
い
て

　

新
年
度
事
業
と
し
て
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ビ
ー
チ
北
側
の
便
益
施
設
や

監
視
棟
、
駐
車
場
の
整
備
な
ど

坂
本　
　

茂 

議
員

（
共
産
党
）

天
谷　

孝
行 

議
員

（
留
萌
公
明
党
）

坂
本　

守
正 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

鵜
城　

雪
子 

議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

村
山
ゆ
か
り 

議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

燕　
　

昌
克 

議
員

（
萌
政
会
）

市役所窓口

（仮称）見晴通

礼受に十基の風力発電が稼動

塩見緑地帯トイレ

るもい健康の駅
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りよだ会議市萌留

り
生
じ
た
震
災
が
れ
き
受
け
入
れ

に
積
極
的
だ
が
留
萌
市
も
大
量
輸

送
に
適
し
た
船
を
活
用
し
て
宮
城
、

岩
手
県
の
震
災
が
れ
き
を
、
留
萌

港
を
利
用
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

が
、
い
ま
国
か
ら
も
被
災
地
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
が

震
災
が
れ
き
を
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
か
聞
き
た
い
。

答
二　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
処
分
地
で
の
焼
却
が

条
件
と
な
る
が
留
萌
市
に
は
対
応

可
能
な
焼
却
炉
が
な
い
。
そ
し
て

地
域
か
ら
の
ゴ
ミ
の
多
く
は
埋
め

立
て
処
分
し
て
い
る
一
方
、
市
で

保
有
す
る
埋
立
処
分
場
は
平
成
二

十
四
年
度
で
満
杯
と
な
る
。
被
災

地
の
状
況
は
理
解
し
て
い
る
が
現

状
の
施
設
状
況
で
は
受
け
入
れ
は

困
難
で
あ
る
。

問
一　

児
童
、
生
徒
の
学
力
向
上

に
つ
い
て

　

全
国
学
力
調
査
の
結
果
子
ど
も

達
の
学
力
向
上
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
北
海
道
教
育
委
員

会
で
は
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
に

全
国
平
均
以
上
を
目
標
と
し
て
い

る
が
昨
年
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

ま
た
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様

な
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
配
置
は

可
能
か
伺
い
た
い
。

答
一　

学
力
調
査
の
結
果
は
、
全

道
の
平
均
の
範
囲
で
、
結
果
を
基

に
学
校
改
善
プ
ラ
ン
の
策
定
、
朝

学
習
や
放
課
後
の
補
充
的
な
学
習

家
庭
と
の
連
携
で
学
習
習
慣
の
定

着
、
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
活

用
等
、
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

問
二　

市
民
の
声
を
聞
く
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て

　

市
政
懇
談
会
、
市
民
満
足
度
調

査
な
ど
、
参
加
人
数
、
回
収
率
と

低
い
水
準
で
あ
る
。
市
民
の
意
見

が
市
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
実
感

に
乏
し
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
現

状
、
懇
談
会
の
開
催
場
所
、
時
間
、

方
法
の
見
直
し
、
ま
た
、
調
査
の

対
象
、
設
問
等
、
改
善
す
る
考
え

が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

答
一　

市
政
懇
談
会
に
つ
い
て
は

様
々
な
手
法
を
活
用
、
周
知
に
努

め
多
く
の
市
民
が
参
加
し
や
す
い

様
、
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
の
設
定

や
開
催
日
時
、
場
所
等
の
工
夫
を

す
る
。
市
民
満
足
度
調
査
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
や
高

齢
者
な
ど
対
象
が
限
定
さ
れ
る
項

目
の
設
問
は
、
的
確
な
意
見
の
把

握
の
為
に
見
直
し
て
い
く
。

答
二　

介
護
保
険
は
国
の
事
業
。

保
険
料
や
利
用
料
の
軽
減
は
国
の

責
任
で
す
す
め
て
も
ら
う
よ
う
要

請
し
て
い
る
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
増
設
に
つ
い
て
は
関
係
者

と
話
し
て
い
る
。

　
問
一　

子
供
た
ち
の
環
境
と
今
後

の
留
萌
市
の
方
針
に
つ
い
て

　

留
萌
小
学
校
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
が
、
今
回
の
新
築
を
機
に

ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
校
を
作
っ
て

い
く
の
か
、
又
、
敷
地
の
跡
利
用

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

　

フ
ッ
化
洗
口
の
取
り
組
み
を
留

萌
小
学
校
で
行
っ
て
い
る
が
、
沖

見
小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
来
年
度

の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
賛
否
両

論
あ
る
状
況
下
で
情
報
の
提
供
が

不
足
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
か
聞
き
た
い
。

答
一　

留
萌
市
の
歴
史
あ
る
小
学

校
と
し
て
、
省
エ
ネ
は
も
ち
ろ
ん

災
害
時
の
対
応
も
万
全
な
学
校
建

設
を
目
指
し
た
い
。
敷
地
に
つ
い

て
は
公
共
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
く
。
ま
た
フ
ッ
化
物

洗
口
に
つ
い
て
は
、
十
分
情
報
を

提
供
し
、
説
明
し
て
理
解
を
得
る

よ
う
に
し
た
い
。

問
二　

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー

の
今
後
に
つ
い
て

　

建
設
さ
れ
て
三
十
九
年
と
老
朽

化
が
際
立
っ
て
い
る
。
最
初
の
利

用
者
は
六
名
程
度
だ
っ
た
が
、
現

在
八
十
名
を
超
え
て
い
る
状
況
で
、

地
震
な
ど
の
災
害
を
考
え
る
と
早

い
時
期
に
移
転
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
建
て
替
え
移
転
に

つ
い
て
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
デ

イ
が
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
始
ま

る
が
、
指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答
二　

老
朽
化
に
つ
い
て
は
か
ね

て
か
ら
、
懸
案
に
し
て
い
る
。
財

政
健
全
化
計
画
の
最
中
で
あ
り
、

移
転
の
時
期
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
検
討
課
題
だ
。
制
度
改
正
の

問
題
も
あ
り
人
員
の
確
保
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
一　

船
場
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
十
五

年
間
に
亘
る
総
事
業
費
は
、
十
三

億
六
千
七
百
万
円
で
進
捗
率
は
、

七
九
％
と
な
り
市
民
の
関
心
が
高

ま
っ
て
来
て
い
る
。

　

留
萌
港
東
岸
や
、
副
港
周
辺
地

域
と
の
連
動
し
た
「
親
水
空
間
づ

く
り
」
の
具
体
的
プ
ラ
ン
や
「
道

の
駅
」
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
が

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
た

い
。

答
一　

現
在
進
行
中
の
国
道
拡
幅

事
業
、
留
萌
港
利
活
用
計
画
と
の

一
体
的
で
魅
力
あ
る
交
流
拠
点
と

し
た
い
。
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
庁
内
に
お
い
て
協
議
し
な

が
ら
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問
二　

豪
雪
と
空
き
家
対
策
に
つ

い
て

　

市
内
に
お
い
て
、
空
き
家
が
雪

の
重
み
で
倒
壊
が
二
件
、
落
雪
に

よ
る
ガ
ス
事
故
の
発
生
な
ど
、
通

行
人
や
通
行
車
輌
、
隣
家
に
被
害

を
及
ぼ
す
な
ど
、
市
民
の
安
心
安

全
に
影
響
が
出
て
い
る
。
危
険
な

空
き
家
の
実
態
把
握
や
、
今
後
の

行
政
と
し
て
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

答
二　

状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
な
が
ら
、
所
有
者
に
書
面
や
電

話
、
面
談
を
通
じ
て
「
指
導
、
勧

告
」
し
て
い
る
が
、
経
済
的
理
由

や
無
関
心
な
ど
か
ら
適
正
な
維
持

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
と

も
、
過
去
の
事
例
と
の
整
合
性
や

公
平
性
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

他
市
の
対
策
も
参
考
に
し
問
題
解

決
に
あ
た
り
た
い
。

問
一　

留
萌
港
の
利
活
用
に
つ
い

て
　

留
萌
港
の
利
活
用
に
向
け
貨
物

の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
食
な
ど

の
資
源
を
市
外
に
発
信
す
る
「
地

産
外
商
」
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一　

留
萌
港
の
取
扱
貨
物
の
増

加
を
念
頭
に
、
事
業
者
へ
の
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
や
情
報
収
集
に
努
め

る
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
し

て
留
萌
の
食
や
観
光
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
交
流
人
口
の
増
加
に
よ

る
活
性
化
に
努
め
地
域
資
源
の
市

外
へ
の
売
り
込
み
を
図
り
た
い
。

問
二　

震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

　

北
海
道
は
東
日
本
大
震
災
に
よ

対
馬　

真
澄 

議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

川
口　

宏
和 

議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

野
崎　

良
夫 

議
員

（
無
所
属
）

菅
原
千
鶴
子 

議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

歩いて楽しい商店街（四季の顔）

事業

　空き店舗の増加や消費者嗜好の

変化などにより、活気が失われて

いる商店街にかつての賑わいを取

り戻すため、５つの商店街が一体

感をもちつつ、それぞれの特色を

出し、四季を通じて「行ってみた

い」「歩いてみたい」商店街を創る。

地域リスク介入研究推進事業

　生活習慣病を背景とする糖尿病、

脳卒中、認知症の増加に対し、早

期検出による医療費、介護給付費

の抑制と生活機能低下の未然防止

を図る。

健康コミュニティ創出支援モデル

事業

①健康コミュニティ創出支援事業

地域のリーダーとともに地域の

健康を高めるための研修会の開

催。

②地域高齢者支援事業

地域の専門家、有識者、高齢者、

支援者など様々な主体が「高齢

社会」の健康課題を共有し、効

果的予防方策についての研究、

実態調査、情報提供、事業企画、

実践を通じて、地域で健康を支

える仕組みづくりを構築する。

③コミュニティレストラン構築支

援事業

「食と健康」の視点から、市民

が健康を学び、集う場づくりや

新たな担い手による目的別のコ

ミュニティレストランをコー

ディネートする。

障がい者保健福祉計画策定事業

①障がい者保健福祉計画策定に伴

うアンケート調査（留萌市にお

いて登録されている身体障害者

手帳、療育手帳、精神障害者保

健福祉手帳所持者を対象）

②地域懇談会の実施（６会場）

生活保護受給者就労支援事業

　生活保護受給者からの求職相談

への対応、求職情報の提供、公共

職業安定所への同行などの就労支

援や公共職業安定所など関係機関

との連携・調整を図る。

低温倉庫等整備事業

　低温倉庫（鉄骨造平屋３，３３１㎡）

附帯設備（フレコン設備）収容量

（２，９８７ｔ）

　行政負担割合（水稲作付面積に

よる比率）

　留萌市　２６．４１３８２％

　小平町　５８．６８４００％

　増毛町　１４．９０２１８％

戸別所得補償制度推進事業

　国の施策である戸別所得補償制

度を円滑に推進するため、留萌市

農業再生協議会に対し補助金の交

付を行う。

水槽付消防ポンプ自動車整備事業

（留萌消防組合負担金）

　現在配置されている車両は、初

年度登録から２７年が経過し、老朽

化が著しく各部品の修繕費が増大

している。この状況では車両本体

および艤装部分の機能障害が懸念

され災害時の消防活動に支障を及

ぼす恐れがあるため車両を更新す

る。

木製クリーンステーション製作事業

　市内に８５５基のクリーンステー

ションを設置しているが、古いもの

は平成４年度設置であり、特に海

岸地域においては腐食が激しく補

留萌小学校

特別養護老人ホーム

倒壊家屋

上空から見た留萌港

�����������������������
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りよだ会議市萌留

議
会
活
性
化
推
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告

委
員
長　

野
崎　

良
夫

　

四
月
四
日
に
、
第
七
回
目
の
特

別
委
員
会
を
開
催
し
、
次
の
事
を

確
認
し
て
、
精
力
的
に
審
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
十
分
審
議
を
尽
く
し
、
全
員
の

合
意
形
成
を
十
分
図
る
な
ど
慎
重

に
取
扱
い
ま
す
。

②
改
選
期
の
半
年
前
を
目
途
に
結

論
を
出
し
ま
す
。

③
当
面
は
、
市
民
及
び
市
議
会
議

員
は
、
市
議
会
を
ど
う
見
て
い
る

の
か
と
、
自
治
体
議
員
の
役
割
の

三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
し
、

そ
の
後
、
定
数
、
報
酬
な
ど
に
つ

い
て
取
扱
う
こ
と
と
し
ま
す
。

議
会
お
知
ら
せ
掲
示
板

　

留
萌
市
議
会
は
三
月
六
日
、
留

萌
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
六
カ
所

に
「
留
萌
市
議
会
か
ら
の
お
知
ら

せ
」
を
掲
示
し
た
コ
ル
ク
ボ
ー
ド

を
設
置
し
、
市
議
会
定
例
会
の
日

程
や
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て

掲
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
取
り

組
み
は
、
昨
年
九
月
に
議
員
全
員

で
設
置
し
た
議
会
活
性
化
推
進
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
開
か
れ
た

議
会
と
し
て
透
明
性
の
高
い
運
営

の
一
環
で
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て

は
、
閉
会
中
の
掲
示
板
活
用
方
法

と
し
て
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員

会
な
ど
の
開
催
日
程
や
協
議
結
果
、

議
会
広
報
紙
と
の
連
動
も
視
野
に
、

随
時
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送

　

市
議
会
の
活
性
化
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
議
会

を
も
っ
と
身
近
な
も
の
と
し
て

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
手
段
が
良
い
か
長
年
の
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
。

　

忙
し
く
て
傍
聴
に
こ
ら
れ
な
い

方
た
ち
な
ど
に
も
タ
イ
ム
リ
ー
に

伝
達
で
き
る
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
し
た
が
、
幅
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
を
作
る
た
め
に
試
験
的

に
市
内
の
Ｆ
Ｍ
局
で
、
一
般
質
問

の
様
子
を
録
音
で
お
送
り
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
月
の
本
会
議
で
の
一
般
質
問

の
様
子
か
ら
お
伝
え
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

か
ら
反
響
を
い
た
だ
け
た
ら
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。

傍
聴
席
の
椅
子
の
取
替
え

　

長
年
使
用
し
て
き
た
傍
聴
席
の

椅
子
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
時
間
を
と
っ
て
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
と
、
来
て
い
た
だ
い
て
も
、
座

り
づ
ら
く
長
い
時
間
傍
聴
す
る
の

は
今
ま
で
の
椅
子
で
は
大
変
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
変
わ
り
ま
し
た
。

出
欠
に
つ
い
て

　

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
の
一

貫
と
し
て
、
本
会
議
及
び
各
委
員

会
の
全
て
の
出
席
状
況
を
公
表
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
住
民
か
ら
信
託
さ
れ
た
議

員
と
し
て
、
一
年
間
の
出
席
状
況

が
広
報
る
も
い
に
お
い
て
毎
年
一

回
掲
載
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
第
一

回
定
例
会
よ
り
一
年
間
分
を
来
年

の
広
報
る
も
い
『
議
会
で
す
・
こ

ん
に
ち
は
』
で
公
表
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で

掲
載
し
て
い
く
か
な
ど
詳
細
は
こ

れ
か
ら
の
広
報
特
別
委
員
会
で
決

め
て
い
き
ま
す
。

留
萌
消
防
組
合
議
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
留
萌
消
防
組
合

議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
二

十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
管

理
者
で
あ
る
高
橋
市
長
か
ら
『
留

萌
管
内
の
消
防
広
域
化
に
つ
い

て
』
と
し
て
北
海
道
や
国
の
指
針

に
基
づ
く
検
討
内
容
の
報
告
と
、

『
消
防
車
両
の
更
新
整
備
に
つ
い

て
』
で
は
、
留
萌
と
小
平
の
消
防

署
・
支
署
の
更
新
車
両
配
備
の
行

政
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
野
呂
議
員
が
緊
急

消
防
援
助
隊
・
庁
舎
整
備
・
勤
務

条
件
・
広
域
化
等
に
つ
い
て
、
坂

本
茂
議
員
が
消
防
の
広
域
化
・
庁

舎
の
移
転
等
の
内
容
で
答
弁
を
求

め
ま
し
た
。

　

議
案
と
し
て
は
平
成
二
十
三
年

度
補
正
予
算
・
平
成
二
十
四
年
度

予
算
・
三
本
の
条
例
改
正
、
規
約

の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

 

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
に
留

萌
市
、
増
毛
町
、
小
平
町
の
衛
生

組
合
所
属
議
員
に
よ
る
、
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
補
正
予
算
と

平
成
二
十
四
年
度
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
の
中
で
は
、
小

平
町
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、

「
小
平
町
の
生
ご
み
処
理
施
設
建

設
に
伴
う
搬
入
道
路
整
備
な
ど
の

工
事
と
、
現
在
の
ご
み
処
理
場
を

使
用
し
な
が
ら
の
搬
入
作
業
の
円

滑
化
に
つ
い
て
問
題
は
無
い
か
。」

と
い
う
質
問
と
「
工
事
期
間
の
問

題
と
し
て
計
画
通
り
に
完
成
す
る

か
。」
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
衛

生
組
合
側
の
答
弁
と
し
て
、
迂
回

路
も
計
画
し
て
お
り
、
搬
入
の
邪

魔
に
な
ら
な
い
作
業
を
す
る
予
定

で
あ
り
、
期
間
内
の
工
事
完
成
を

目
指
す
と
い
う
答
弁
で
し
た
。

留萌市議会事務局 皐 0164・42・1907（直通）鯖 0164・43・6700
E-mail：rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

るもい健康の駅内掲示板

修が困難なものが多いため、冬期

間における雇用等の経済対策とし

て整備する。

防災マップ作成事業

　津波による浸水、洪水による浸

水、土砂災害危険区域、避難所、

避難場所の表示、更に沿岸部の避

難路、等高線などを加え、防災に

関する基本的な注意事項等も加え

た冊子式の総合的な防災マップを

作成し、各家庭に配布する。

海抜表示板設置事業

　市内沿岸部及び低地域にある北

海道電力が所有する電柱２００箇所

の海抜調査をし、海抜表示看板を

設置することにより、津波災害の

避難の目安として活用され、安

心・安全に寄与する。

乳児家庭全戸訪問・養育支援訪問

事業

　すべての乳児のいる家庭を訪問

し、子育ての孤立化を防ぐために、

その居宅において様々な不安や悩

みを聞き、子育て支援に関する必

要な情報提供を行うとともに、支

援が必要な家庭

に対しては適切

なサービス提供

に結びつけるこ

とにより、地域

の中で子どもが

健やかに育成で

きる環境整備を

図る。

障がい児養育支援事業

　発達遅滞児童や障がいのある児

童が集団生活の環境下で過すこと

により、良好な育成を促す。障が

いのある児童が、すべての児童セ

ンターを利用可能とするため、子

育て支援団体等との委託契約によ

り、各センターに必要な体制を整

える。

留萌小学校改築事業

　留萌小・沖見小の統合にあわせ

留萌小学校の校舎・屋内体育館を

全面改築する。

（Ｈ２４ 基本設計、実施設計）

小中学校学習補助員配置事業

　小学校の新入学１年生及び中学

１年生が学校生活に適応できない

ケースの対応策として小学１年

生・中学１年生が２０人以上の小中

学校５校に学習補助員（臨時職員）

を配置する。

小学校社会科副読本改訂事業

　地域学習において活用する社会

科副読本「るもい」について、平

成１４年度発刊から９年が経過して

おり時代に即した子どもたちの学

習環境の整備はもとより、郷土

「留萌」に対する理解と愛情を育

てるため、全面改訂を行う。

給食センター見学及び給食試食事

業

　毎日、児童生徒が食べている給

食を作っているセンターがどのよ

うな施設かを広く市民に知っても

らい、安心・安全でおいしい給食

をＰＲする。

食による観光施設利活用推進事業

　夏期集中型観光からの脱却及び

旭川圏域をターゲットとした新た

な観光戦略の推進を図るため、泊

食分離の考え方に基づき、海の幸

を中心とした留萌市ならではの食

として「るもい浜焼き」を提供す

る体制を確立することにより、留

萌市民、旭川圏域の住民や観光客

が１年を通して気軽に立ち寄れる

環境を創出し、交流人口の拡大を

図るとともに、留萌の食のＰＲに

資する。

観光施設整備事業

　観光客や市民が多く訪れる海の

ふるさと館や千望台休憩施設の修

繕及び備品の更新を図る。またお

勝手屋「萌」の移転に合わせ、Ｊ

Ｒ留萌駅からの観光客誘導や施設

前の広場を整備する。

①海のふるさと館テラス整備

②駅前観光施設整備

③千望台休憩施設整備

るもい地域再生加速事業

①三省堂書店広告活用宣伝

ブックカバー及びしおり広告を

活用し留萌地域の食など地域の

魅力を発信する。

②客船寄港に伴う観光物産宣伝

乗客に留萌に対する認識を深め

てもらい、地場産品の販路拡大

に繋がるよう、おもてなし事業

を展開する。

留萌観光・感動事業

①レトロ調バス運行

児童や家族連れをターゲットに、

お勝手屋「萌」発着のカズモちゃ

んをイメージキャラクターにし

た観光バスを運行する。

②留萌海岸花火大会

沖見海浜公園において、６月下

旬から８月中旬の毎週土曜日に

打ち上げ花火を実施する。

③情報発信

当該年度実施する観光のピック

アップのほか、お土産情報や地

場産品の紹介などを集約したパ

ンフレットを作成しＰＲを図る。

沖見海浜公園整備事業

　安心安全にかつ快適に利用でき

る身近な海の創出のため、便益施

設及び駐車場を整備する。

浜中運動公園改修事業

　運動公園のソフトボール場及び

野球場の内野インフィールドは硬

化が著しく競技にも影響を与えて

いるため、これを掘り起したうえ

で不足土を補充し表層安定剤を混

入し既存の土と一体化を図り、硬度

の改善と芝生との段差を解消する。

ブックカバー
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